
本・支所名 電 話 番 号

本　　　 所 0185－54－9300
能 代 支 所 0185－54－7402
八 峰 支 所 0185－77－2132
三 種 支 所 0185－84－2030
藤 里 支 所 0185－79－1562
二 ツ 井 支 所 0185－73－2938
木材流通センター 0185－59－2605

白 神 森 林 組 合 CONTENTS

新緑の太良峡（藤里町）

Ｐ２………総代会～組合長あいさつ

Ｐ３………総代会～提出議案・事業計画

Ｐ４………総代会～損益計算書・計画，外

Ｐ５………木材共販結果・市況動向

Ｐ６………下刈経費支援

Ｐ８………職員紹介・組合員研修会の開催について

Ｐ７………林業コンクール・組合員の皆さまへ

■発行／白神森林組合 〒016－0814
能代市能代町字中川原33－45

Te l . 0185－54－9300　 E－mail : shirakami@shiramori.or.jp
Fax . 0185－54－9302　 HPアドレス　http://www.shiramori.or.jp

Vol.47
2023.7だより



て
補
助
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
、
市
町
村
の
嵩
上
げ
が
あ
り

ま
す
の
で
森
林
所
有
者
は
自
己
負
担
ゼ
ロ
で

新
植
再
造
林
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

従
っ
て
他
県
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
た
秋
田

県
の
再
造
林
の
面
積
も
大
幅
に
拡
大
す
る
も

の
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
当
組
合
の
令
和
四
年
度
の
事
業
の
結

果
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
き
な
柱
で
あ
り
ま
す
「
森
林
整
備
部
門
」

の
「
再
造
林
」
に
つ
い
て
は
、
当
初
計
画

三
〇
㏊
に
対
し
て
四
〇
㏊
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
の
で
計
画
対
比
三
〇
％
ア
ッ
プ
で
終
わ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

も
う
一
方
の
柱
で
あ
り
ま
す
「
販
売
部
門
」

で
は
、
間
伐
は
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
が
、

主
伐
で
は
計
画
に
対
し
て
一
二
％
上
回
っ
た

ほ
か
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
で
丸
太
の
価
格
が

上
が
り
収
入
額
は
大
幅
に
伸
び
計
画
に
対
し

て
三
五
％
ア
ッ
プ
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
計
画
を
上
回
る
業
績
を
上
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
組
合
員
に
対

し
て
前
年
と
同
じ
く
三
％
の
出
資
配
当
を
提

案
し
ま
す
の
で
承
認
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

次
に
令
和
五
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ず
森
林
整
備
部
門
に
つ
い
て
の
、
境
界

の
明
確
化
は
能
代
市
を
始
め
３
町
と
協
力
し

な
が
ら
こ
れ
ま
で
通
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

す
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
多
少

下
火
に
な
っ
た
も
の
の
未
だ
に
終
息
の
目
途

が
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
海
外
で
は
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
侵
攻
し
一
年
三
ヶ
月
経
っ
て
も
、
終
わ

る
ど
こ
ろ
か
益
々
ド
ロ
沼
に
入
っ
て
い
く
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
影
響
で
、
石
油
・
ガ
ス
・
食
料
品
な

ど
殆
ど
の
物
価
が
値
上
が
り
し
、
最
近
に

な
っ
て
電
気
料
金
も
一
五
％
か
ら
四
〇
％
も

値
上
が
り
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
本
を
始
め
世
界
経
済
は
大

打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
が
一
日
も

早
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
全
国
各
地
で
集
中
豪
雨

に
よ
る
記
録
的
な
大
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

秋
田
県
で
も
大
小
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
床

上
浸
水
や
国
道
を
始
め
、
県
・
市
町
村
道
、

鉄
道
で
も
奥
羽
本
線
・
五
能
線
・
花
輪
線
・

ロ
ー
カ
ル
線
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
花

輪
線
な
ど
は
最
近
に
な
っ
て
九
ヶ
月
ぶ
り
に

開
通
し
た
ば
か
り
で
す
。

　

改
め
て
森
林
に
よ
る
「
土
砂
災
害
防
止
」

の
役
割
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
林
野
行
政
で
は
、
長
年
の
課
題
で

あ
り
ま
し
た
「
新
植
再
造
林
」
に
つ
い
て
秋

田
県
で
も
単
独
で
の
補
助
を
す
る
こ
と
に
し

た
ほ
か
、
新
た
に
県
森
連
な
ど
五
団
体
が

「
秋
田
県
再
造
林
推
進
協
議
会
」
を
立
上
げ

議長 加藤徳良氏

金野組合長

あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　

代
表
理
事
組
合
長

金
　
野
　
忠
　
德

第
29
回

通
常
総
代
会

　

総
代
の
皆
さ
ん
は
、
農
繁
期
の
大
変
お
忙

し
い
時
期
に
も
拘
わ
ら
ず
総
代
会
に
出
席
頂

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
能
代
市
の
齊
藤
市
長
を
始
め
、
ご

来
賓
の
方
々
に
は
新
年
度
に
入
っ
て
間
も
な

く
多
忙
な
と
こ
ろ
ご
臨
席
頂
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
見
ま

　
第
二
十
九
回
通
常
総
代
会
は
五
月
二
十
六

日
、
能
代
市
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
総
代
一
八
五
名
の
出
席
（
本
人
出
席

七
四
名
、
書
面
議
決
一
一
〇
名
、
委
任
出
席

一
名
）
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
規
模
を
縮
小
し
て
の
実
施
を
続
け

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
四
年
ぶ
り
と

な
る
、
来
賓
を
お
呼
び
し
て
の
通
常
ど
お
り

の
開
催
と
致
し
ま
し
た
。
議
事
に
先
立
ち
、

金
野
組
合
長
が
挨
拶
を
し
た
後
、
来
賓
を
代

表
し
て
、
能
代
市
齊
藤
滋
宣
市
長
、
山
本
地

域
振
興
局
加
賀
谷
一
樹
農
林
部
長
、
米
代
西

部
森
林
管
理
署
佐
藤
輝
寛
署
長
、
秋
田
県
森

林
組
合
連
合
会
木
材
セ
ン
タ
ー
加
藤
利
也
所

長
の
四
氏
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
議

長
に
は
、
粕
毛
・
大
沢
地
区
の
加
藤
徳
良
氏

が
選
出
さ
れ
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
五
年
度
は
、
系
統
運
動
「J Forest 

白
神
森
林
組
合
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
運

動
二
年
目
と
し
て
、
目
標
に
掲
げ
た
「
十

年
後
の
夢
・
目
指
す
姿
」
実
現
に
向
け
、

一
歩
一
歩
着
実
に
歩
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

秋
田
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
、「
再
造
林
」

対
策
に
注
力
致
し
ま
す
。
更
に
、
再
造
林

実
施
に
伴
い
増
加
す
る
「
下
刈
」
事
業
へ

の
対
策
と
し
て
、
昨
年
度
導
入
し
た
自
動

下
刈
機
械
の
利
活
用
及
び
、
組
合
員
へ
の

植
栽
事
業
に
対
す
る
組
合
助
成
金
を
、
下

刈
事
業
に
も
拡
大
し
、「
植
栽
か
ら
下
刈

ま
で
」
組
合
員
の
負
担
ゼ
ロ
を
目
標
に
掲

げ
努
力
致
し
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
事
業
に
つ
い
て
は
、
管
内

全
市
町
が
実
施
す
る
境
界
明
確
化
事
業
・

意
向
調
査
等
に
参
加
協
力
し
、
管
内
森
林

情
報
の
精
緻
化
に
貢
献
、
そ
れ
ら
を
適
切

な
森
林
整
備
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

素
材
生
産
等
林
産
事
業
で
は
、
令
和
六

年
度
の
中
国
木
材
操
業
に
よ
る
木
材
消
費

量
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
国
・
県
及

び
市
町
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
高
性
能

林
業
機
械
三
台
を
導
入
す
る
計
画
で
あ
り

ま
す
。

　

若
年
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

職
員
二
名
、
技
能
職
員
を
三
名
採
用
し
、

若
返
り
を
図
り
ま
す
。

　

又
、
今
年
度
の
公
的
機
関
の
利
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
森
林
管
理
署
、
秋
田
県
・

管
内
各
市
町
、
森
林
研
究
・
整
備
機
構
及

び
秋
田
県
林
業
公
社
か
ら
の
森
林
整
備
事

業
及
び
木
材
の
買
取
等
の
入
札
に
参
加
受

注
し
地
域
の
負
託
に
応
え
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
の
方
々
か
ら
の
特
段
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
実
施
出
来
な
か
っ
た
、

組
合
員
研
修
会
・
地
区
座
談
会
等

全
事
業
を
計
画
通
り
実
施
し
、
組

合
員
に
対
す
る
有
益
な
情
報
発
信

に
努
め
ま
す
。

　

森
林
整
備
促
進
助
成
事
業
を

「
下
刈
」
事
業
へ
拡
大
し
、
組
合
員
の
負

担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
分
収
契
約
に
基
づ

く
「
請
負
林
産
事
業
」
の
皆
伐
・

再
造
林
を
一
貫
し
て
行
う
更
新
伐

に
重
点
を
置
き
事
業
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

又
、
中
国
木
材
の
稼
働
に
よ
る

素
材
の
需
給
増
に
対
応
す
る
べ

く
、
今
年
度
、
高
性
能
林
業
機
械
三
台
の

導
入
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
整
備
事
業
・
利
用
事
業

共
に
、
昨
年
度
計
画
を
上
回
る
取

扱
高
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
、
造
林
補
助
事
業
の
「
植
栽
」

「
下
刈
」
に
関
し
て
は
、「
森
林
整

備
促
進
助
成
事
業
」
を
下
刈
事

業
ま
で
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と

で
、
組
合
員
森
林
の
「
植
栽
」
か

ら
「
下
刈
」
ま
で
自
己
負
担
ゼ
ロ

を
目
指
し
、
昨
年
度
計
画
対
比

一
三
八
％
の
取
扱
数
量
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

　

森
林
経
営
管
理
制
度
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も
管
内
市
町
が
実
施
す
る
境
界
明

確
化
・
意
向
調
査
・
森
林
評
価
分
類
等

に
積
極
的
に
協
力
（
昨
年
度
計
画
対
比

一
三
四
％
の
取
扱
高
）
し
、
管
内
森
林
の

精
緻
化
に
努
め
、
適
正
な
森
林
整
備
へ
繋

げ
て
参
り
ま
す
。

議案第１号　令和４年度業務報告書の承認について
議案第２号　令和５年度事業計画書の決定について
議案第３号　 令和５年度一組合員に対する貸付金の

最高限度について
議案第４号　令和５年度借入金の最高限度について
議案第５号　 令和５年度理事及び監事の報酬決定に

ついて

議案第６号　令和５年度債務保証の最高限度について

議案第７号　 余裕金の預入先金融機関について

議案第８号　出資配当金の増資について

議案第９号　退任役員に対する慰労金の支給について

議案第10号　定款の一部改正について

提　出　議　案

▼指導部門▼販売部門▼森林整備部門

　

次
に
皆
伐
後
の
「
新
植
再
造
林
」
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
負
担
が
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た

の
で
「
切
っ
た
ら
、
植
え
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
一
段
と
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
の
下
刈
の
面
積
も
多
く
な
る
こ
と

か
ら
下
刈
機
械
を
二
台
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
械
を
有
効
活
用
し
て
効
率
よ
く
作

業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
下
刈
に
つ
い
て
は
、
五
年
度
か
ら

白
神
森
林
組
合
単
独
で
も
助
成
す
る
こ
と
に

し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
下
刈
経
費
負
担
は
ゼ

ロ
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
取
組
は
、
県
内
の
森
林
組
合
で
は
、

初
め
て
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
り
ま
す
「
販

売
部
門
」
で
は
、
中
国
木
材
が
来
年
の
一
月

に
稼
働
す
る
見
通
し
で
す
の
で
今
後
は
伐
採

量
が
大
き
く
伸
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
た
め
ハ
ー
ベ
ス
タ
等
の
大
型
林
業
機

械
を
三
台
導
入
し
て
そ
れ
に
備
え
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
国
木
材
は
一
年
間
に
二
四
万

㎥
の
製
品
を
生
産
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ま
で
、
供
給
過
剰
で
安
く
買
い

叩
か
れ
て
き
た
丸
太
も
適
正
な
価
格
で
の
取

引
が
な
さ
れ
る
も
の
と
大
い
に
期
待
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
林
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
土
砂
災
害
の
防
止
、
水
源

の
確
保
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
森
林
の
大
切
さ

が
国
民
か
ら
理
解
を
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
日
ご
臨
席
の
方
々
の
ご
指
導
と
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
役
職
員
一

同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜

し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
開
会
に
当
た
っ
て

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

令和５年度　事 業 計 画
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令和４年４月１日から令和５年３月31日まで （単位：千円）

（単位：千円）

令和５年４月１日から令和６年３月31日まで （単位：千円）

（注意）端数処理の関係で、合計が一致しない場合があります。

科　　目 内　　訳 小　計 合　計
Ⅰ当期未処分剰余金 当期剰余金 82,669

繰越剰余金 8,283 90,952
計 90,952

Ⅱ剰余金処分額 81,643
1 法定準備金 当期剰余金の5分の1以上 75,000
2 任意積立金
3 出資配当金 出資額の3％ 6,643
4 事業分量配当金

Ⅲ次期繰越剰余金 9,308

資格区分 組合員数 出資口数 出資金額

正組合員 4,278 222,817 222,817

准組合員 15 414 414

合　　計 4,293 223,231 223,231

口人 千円

損 益 計 算 書
損　益　計　画

科　　　目 小　計 合　計
Ⅰ 事 業 総 損 益
1 事 業 総 収 益 877,570
2 事 業 総 費 用 636,161
事 業 総 利 益 241,409

Ⅱ 事 業 損 益
1 人 件 費 96,993
2 旅 費 交 通 費 1,994
3 事 務 費 517
4 業 務 費 3,288
5 諸 税 負 担 金 3,413
6 施 設 費 17,923
7 雑 費 1,270

事 業 管 理 費 計 125,401
事 業 利 益 116,008

Ⅲ 経 常 損 益
1 事 業 外 収 益 3,248
2 事 業 外 費 用 126
事 業 外 損 益 3,122
経 常 利 益 119,130

Ⅳ 特 別 損 益
1 特 別 利 益 3,599
2 特 別 損 失 3,599
特 別 損 益 0

税 引 前 当 期 利 益 119,130
法人税、住民税及び事業税額 ▲　36,460
当 期 剰 余 金 82,669
前 期 繰 越 剰 余 金 8,283
当期未処分剰余金 90,952

科　　　目 小　計 合　計
Ⅰ 事 業 総 損 益
1 事 業 総 収 益 754,871
2 事 業 総 費 用 596,131
事 業 総 利 益 158,740

Ⅱ 事 業 損 益
1 人 件 費 108,794
2 旅 費 交 通 費 3,079
3 事 務 費 2,277
4 業 務 費 4,742
5 諸 税 負 担 金 6,590
6 施 設 費 21,461
7 雑 費 1,897

事 業 管 理 費 計 148,840
事 業 利 益 9,900 

Ⅲ 経 常 損 益
1 事 業 外 収 益 2,250
2 事 業 外 費 用 670
事 業 外 損 益 1,580
経 常 利 益 11,480

Ⅳ 特 別 損 益
1 特 別 利 益 48,680
2 特 別 損 失 48,680
特 別 損 益 0

税 引 前 当 期 利 益 11,480 
法人税、住民税及び事業税額 ▲　5,174
当 期 剰 余 金 6,306
前 期 繰 越 剰 余 金 9,308 
当期未処分剰余金 15,614

令和４年度

令和５年度

令和４年度　損 益 計 算 書

令和４年度　剰余金処分案

令和５年度　損　益　計　画

組合員数及び出資金
（R5.3.31現在）
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木材センター
13,217㎥

50％

バイオ発電用チップ
3,447㎥　13％

合計
26,449㎥

合板工場
6,350㎥
24％

合板工場
6,350㎥
24％

輸出
3,043㎥
12％

輸出
3,043㎥
12％

火力混焼用チップ
392㎥　1％

火力混焼用チップ
392㎥　1％
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令和４年度  能代港への輸出用原木出荷実績

直近開催の木材共販結果（第402回、入札日：令和５年６月１日）

★出品材積：1,799㎥ ★売払材積：1,195㎥

★販売金額：11,304千円 ★平均価格：9,454円／㎥

★共販参加者：５社 ★販 売 者：５社 ★販 売 率：66％

〈共販概況〉
１．価格状況： 全体の平均販売単価は9,454円で

あった。主要規格の単価はこの１
年で大きく下落し、22下材・中目
材・30上材は昨年同期と比べ8,000
円ほど単価を下げての取引状況。

２．需要状況： 合板工場の受け入れ制限により
市場等に材が集中し、各製材所
とも原木在庫を潤沢に抱えてお
り引き合いは非常に弱い。

３．入札状況： 入札に付した29物件に５社が応
札し、「落札」が19件、「不落」
が１件、「無応札」が９件であっ
た。１物件当たりの平均応札枚
数は0.83枚と非常に厳しい状況。

径級別単価の詳細 （単位：円）
径級範囲
（㎝）

１㎥単価 石単価
安　値 高　値 平　均 前月比 平　均

10～14 ― ― ―
16～22 9,001 9,600 9,405 ↓ 2,613
24～28 10,900 11,561 11,277 → 3,133
30～34 10,809 10,811 10,810 → 3,003
36～44 10,918 10,958 10,928 → 3,036
46～ ― ― ―

木材流通センター主要規格材の平均販売単価推移（昨年７月から本年６月まで）

白神木材流通センター木材共販結果及び市況動向

令和４年度  素材の出荷先別割合
（林業公社含まず）

7,000
8,000
9,000
10,000
11,000
12,000
13,000
14,000
15,000
16,000
17,000
18,000
19,000
20,000
21,000
単位：円/㎥

素材規格径級範囲（㎝）： 24～2816～22 30～3410～14 平均単価

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

9,570 9,269
8,636 8,639 8,501

10,036

8,343

16,671

19,818

17,550

17,965

10,906

16,454

20,683

18,898

18,270

11,098

15,170

18,777

16,776

15,227

17,349
16,154
16,288

17,691

16,900

15,511
15,504

17,048

15,001

16,073

15,011
14,811

15,574

13,889

12,111

12,368 12,519
11,499 11,048 10,810

11,489 11,277
12,559 12,414 12,575

12,324
10,719

9,454
9,405

10,500

14,67614,67614,676
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森林整備促進助成事業採択要件及び助成金額
１　採択要件
　次のすべての条件を満たすもの
（１） 管内（能代山本地域）の当森林組合正組合員所有の民有林で、植栽及び下刈を行う

ものであること
（２）１申請あたり、0.1ha以上であること
（３） 秋田県造林補助事業実施要領、または秋田県持続的林業確立対策事業事務取扱要領

に定める造林補助事業について、当森林組合が申請し、その補助を受けたもの、若
しくは受けることが確実なもの

（４） 事業年度（４月１日～翌年３月31日）内に事業（植栽・下刈）を完了するもので
あること

２　助成金額
事業の種類 助　　　　成　　　　額
植　　栽 最大80,000円/ha（但し、自己資金を上限とする）
下　　刈 最大20,000円/ha（但し、自己資金を上限とする）

下刈経費を支援します
～植栽事業に引き続き～

　白神森林組合では、今年度より下刈経費に対し、国・県・市町の補助金に、組合独
自でかさ上げを実施します。
　この制度を活用した場合、大部分で「植栽から下刈まで負担ゼロ」で実施でき
る様になります。

＊ 事業を希望する組合員の方は、本所及び各支所へご連絡いただければ職員が伺い
ます。（表紙に支所名・電話番号記載）

今年度から
追加
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秋田県林業経営コンクール表彰者第57回

〇組合員死亡後１年未満▶名義変更届
〇 組合員死亡後１年以上▶組合員資格（法定脱退）届兼出資金払戻請求書／新規加入届
〇組合員持分を親族に譲る▶持分変更届

〇 転居による住所変更等や団体代表者等変更した場合▶住所・団体名義変更届

組 合 員 名 義

組合員住所氏名
団体名義代表者

　総代会において、
全組合員に対し出資
金の３％の配当につ
いて承認をいただき
ました。これも偏に
組合員の皆様のお陰
と心より感謝申し上
げます。
　同封いたしました
「出資配当及び出資
金証明書」は大切に
保管してください。

７期連続の
出資配当

森
林
整
備
推
進
功
労
の
部

林
業
経
営
の
部

増沢自治会 代表  北林　正一（三種町）
優秀賞 秋田県森林組合連合会長賞

石田　和作（三種町　東京都在住）
秋田県知事感謝状

令和５年度　職員配置図
参事　石田　豊紀

森林づくり課
も　 り

課　　長 加藤　正樹
課長補佐 近藤　尚美
課長補佐 佐藤　恒人
係　　長 伊藤　洋樹
主　　任 蝦名　久司
技　　師 金野　　蓮

ひさ　と

ひさ　しえび　な

森林活用課
しん りん

課　　長 金谷　文彦
係　　長 塚本　直史
係　　長 寺崎　泰平
木材センター長（兼） 佐々木勇也
係　　長 工藤　英樹

たい へい

総　務　課
（兼）課長 石田　豊紀
課長補佐 進藤真喜子
係　　長 秋林　　大
主　　事 武田　愛唯

だい

れん

め　 い

能代・八峰支所
支 所 長 鈴木　智樹
係　　長 藤田　　健
係　　長 石田　正幸

たける

二ツ井・藤里支所
支 所 長 杉澤　和久
係　　長 佐藤　真也
主　　任 田中　　敬

たかし

三 種 支 所
支 所 長 佐々木正光
係　　長 戸松　光二

係　　長

今回送付された『出資配当及び出資金証明書』の住所、氏名を今一度確認してください。
組合員の方が死亡されたり、転居等があった場合は、組合員様からの届出が必要です。
登録内容の変更が必要な方は、ご連絡をお待ちしております。

※詳しくは、事務所にお問い合わせください。  ☎0185－54－9300（総務課）  平日AM８：00～PM５：00

組合員の
　皆さまへ
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四
月
か
ら
職
員
に

な
っ
て
、
覚
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
頭
が
パ
ン
ク
し
そ

う
で
し
た
。
三
月
ま
で

現
場
に
い
て
経
験
し
培
っ
た
こ
と
と
は
、
ま
た

違
う
知
識
が
必
要
な
ん
だ
な
と
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
三
カ
月
経
ち
、
優
し
い
先
輩
方
の
お

か
げ
で
少
し
ず
つ
理
解
し
て
き
て
い
る
の
が
自

分
で
も
分
か
り
、
毎
日
充
実
し
た
日
々
を
送
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
、

習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
沢
山
あ

り
ま
す
が
、
焦
ら
ず
一
つ
一
つ
し
っ
か
り
と
覚
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
り
良
い
事
業
、
森

林
に
な
る
よ
う
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
現
場
の

方
々
や
講
習
会
で
知
り
合
え
た
方
々
と
も
意
見

し
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
頑
張
り
ま
す
！

金野　　蓮
　

四
月
か
ら
白
神
森
林

組
合
に
入
り
、
職
員
と

し
て
働
く
よ
う
に
な
っ

て
学
生
の
頃
と
は
違
う

大
変
さ
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
慣
れ

な
い
仕
事
に
手
こ
ず
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。で
す
が
、三
カ
月
間
の
業
務
を
終
え

て
、先
輩
方
の
ご
指
導
が
あ
り
指
摘
し
て
く
れ

た
り
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
お
か

げ
で
強
い
意
志
を
持
っ
て
仕
事
に
励
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
五
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ

た
総
代
会
で
白
神
森
林
組
合
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

白
神
森
林
組
合
の
一
員
と
し
て
、
先
輩
の
方
々

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
日
々
の
努
力
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
教
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
胸
に
充
実
し
た
一
日
一
日

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武田　愛唯

　総務課　TEL 0185－54－9300　FAX 0185－54－9302
白神森林組合　R5年度　組合員研修会参加申込書

参加者住所：

参加者氏名：

電 話 番 号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地　区　名： ※組合記入欄

組合員コード：　　　　　　　　　　　

◆ＦＡＸでの申込みも受付けしております。

職 員 紹 介頑張っています！

申込締切り：令和５年７月24日（月）  PM５：00まで

組合員研修会の開催について令和５年度
　組合員の皆様におかれましては、日頃から本組合事業の推進について特段のご理解ご協力を賜り厚く御礼
申し上げます。
　さて、下記日程のとおり組合員研修会を開催いたしますので、参加をご希望される組合員様は下記の参加
申込書に記入の上FAXくださるか、電話にて申し込みくださるようお願いいたします。なお、申し込み締
切日は、準備の都合上７月24日（月）のPM５：00までとさせていただきます。

日程

内容

令和５年７月31日（月）
午前　▶ハイブリッドラジコン式草刈機の現場実演（藤里町）

（昼食は「ゆとりあ藤里」にて御用意致しております）
午後　▶中国木材能代工場視察（能代市扇田）

ＡＭ９：30～
ＰＭ３：00予定

※ 山林現場での研修となりますので長靴
などのご準備をお願いいたします！
※マイクロバスでの移動となります。

ＡＭ９：30出発時間
山本地域振興局駐車場集合場所
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